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第1章 研究背景と目的 
近年、学習者のコミュニケーション能力を向上させるには、日本語母語話者との交流が有効

だと、数多くの研究で報告されている。だが、中国の大学の場合、学習者にとって、日本語母

語話者との接触機会が日本人教師に限られることが多く、その他の機会は少ない。日本語母語

話者が極めて少ない中国の大学という学習環境に向けて、稿者は学習者同士のインターアク

ションに注目し、ピア・ラーニングの新たなあり方を考えた。つまり、授業の枠組みを超えた

レベル差のある学習者同士の学び合いである。既存の人的リソースである学習者自身を利用し、

レベル差のある日本語専攻の学習者を結んで学習ペアを作り、学習者に会話活動の機会を得さ

せる。クラスの壁を越え、学校という社会の中で、クラス間、学年間の学習の可能性を探る。 
 
第2章 先行研究 

本章では、本研究に関連する先行研究を概観する。中国の大学のシラバスと学習目的、孤立

環境における日本語教育、ピア・ラーニングの定義及びピア・ラーニングにおける「協働」の

定義、中国の大学のレベル差のある学習同士のピア活動の実践研究、インプット仮説とアウト

プット仮説、会話タスクの効用性について述べる。 
 

第3章 学習者の会話練習の実態 
中国の大学で学習している学習者の会話力が伸びない原因を解明するため、学習者の教室内

及び教室外の会話練習の実態を調査する必要があると考えた。2010 年 6 月中国浙江省南部に

あるＷ大学日本語専攻の協力を得たうえで学習者の会話練習の実態調査を行った。Ｗ大学に在

学する、日本語専攻の 1 年生 9 名、2 年生 26 名を対象として、まず学習者の会話練習の実態

に関するインタビュー調査を実施し、佐藤（2008）の質的データ分析法を基に分析を行った。 
実態調査の結果、中国の大学の日本語専攻の 1 年生と 2 年生の会話練習の相手が、通常は同

クラスのクラスメートであることがわかった。また、教室外の会話練習は中国語の環境によっ

て制限され、学習者が機会を得ようと意識していても練習の頻度が全体的に少ないことが明ら

かになった。教室外での会話練習の実施について、会話練習が重要だと意識しているにも関わ

らず、実際に自発的な会話練習を行っている者は少なかった。日本人との接触については、1
年生はほぼ無いといえ、2 年生も接触が少なかった。実態調査から、現時点の会話練習に対し

て満足しているのではなく、不満や不安を持っている学習者が多いことがわかった。また、ク

ラスメート以外の人と会話練習したいという学習者の声もあった。 
 
第4章 会話タスクに関する調査の概要 

そこで、ピア・ラーニングの新たなあり方として、レベル差のある学習者間での会話タスク

を作成し、会話練習を実施する。本章では、本調査の会話タスクの概要、調査の参加者のレベ

ル評定基準、調査の方法、分析方法などについて述べる。 
 
第5章 会話タスクの実施と結果 

W大学で本調査の会話タスクを実施し、その会話練習を録音・録画したデータを、堀口（1997）
の会話分析の枠組みを援用して分析した。具体的には、会話の内容及び会話の中の聞き手から



の働きかけの頻度を数え、聞き手からの働きかけを「あいづち」、「反復要求」、「説明要求」、「確

認要求」、［先取」、「応答」の 6 つに分けて分析した。その結果、レベル差のある学習者間で行っ

た会話練習には、協働的な活動が見られ、レベル差のある学習者間の会話活動が有効であるこ

とが示唆された。 
 
第6章 レベル差のある会話活動に対する学習者の認識への調査 
また、調査参加者を対象に、レベル差のある学習者同士の会話活動についての認識調査を実

施し、前掲の佐藤（2008）を基に分析を行った。レベル差のある会話活動にはメリットがある

かどうかについて、1 年生では、今回レベル差のある相手と活動を経験した者と経験しなかっ

た者の認識にはあまり変わりがないが、2 年生の経験者と未経験者の認識には大きな差がある

ことがわかった。その要因となるものは、2 年生の経験者は実践を通して、自分たちにとって

予想外にメリットが大きいことに気付いたことだと思われる。そして、レベル差のある者同士

の会話活動に対し、1 年生も 2 年生も参加の意欲が高かったが、学習者自らが計画して実施す

る困難さも調査で明らかになった。 
 
第7章 考察 レベル差のある学習者同士が人的リソースとなる視点から 

本章では、レベル差のある学習者同士が人的リソースとなる視点において、学習環境、イン

プット仮説とアウトプット仮説、協働学習、人的リソースの活用、4 つの観点から考察した。

レベル差のある学習者同士も、協働的な活動を通して互いに人的リソースとなることによって、

学びあいの可能性が十分あるといえる。 
 

第8章 まとめと今後の課題 
レベル差のある学習者同士の会話活動を実施するには、教室内、教室外を問わず、学年間の

授業の時間割の調整や、指導教師の協力や、会話タスクのデザインや、評価の基準などの問題

がある。それらの問題を今後の課題としてさらに研究していく予定である。 
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